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～ 年頭にあたって ～ 
           理事長 今 井 一 彦 

組合員の皆様 新年明けましておめでとう

ございます。 
健やかに新しい年をお迎えのことと存じま 

す。私、昨年５月に理事長を仰せ付かってか

ら、役員、委員はもとより組合員皆様の多大

なご協力をいただきながら、また、組合員一

社の脱落もない中で、初めての新年を迎え、

改めて身の引き締まる思いがしております。 

  顧みますと、昨年も国の内外を問わずいろ

いろな出来事がありました。 

  何よりも大きな出来事は、３月に発生した

東日本大震災であり、原発事故であります。 
  事故後、１０カ月にならんとしております

が、皆様、報道等でご案内のとおり、昨年１

１月下旬、大震災の本格的復興を目的とした

第３次補正予算が成立しましたが、依然とし

て復旧、復興は遅々として進まず、また放射

能の拡散は地域農・漁業、観光のみならず日

本経済活動全般に未だ計り知れない悪影響を

及ぼしております。 

 また、異常気象が原因とも言われる集中豪雨

が頻繁に発生、中でも９月の台風１５号は、日本

各地で猛威をふるい、人的、経済的被害は甚大な

ものがありました。 
 一方、国外においても、タイの大洪水は、浸水

した工業団地に進出している延４４０社を超える

日系企業の大部分が操業停止などの影響を受け、

日本経済にも大打撃を与えましたが、タイには他

にも４００社近くの日本企業が進出していること

を改めて知ったところでもあります。 

このような中、日本経済は長引く円高、株安

の影響により、企業の経営環境は厳しさを増し、

今後更に製造業の事業規模の縮小や海外移転が

進み一層の産業空洞化が懸念されるところであ

ります。これは、同時に、雇用の面で重大な影

響を及ぼすものと危惧するところであります。 

 北海道の経済は原発事故による放射能汚染の

風評被害で海外からの観光客の入込みが回復せ

ず、また、他産業も総じて停滞気味と言われて

いますが、昨年 12 月、政府が北海道新幹線の札

幌延伸を正式に決定したという明るい話題もあ

り、これらが、本道経済活性化への起爆剤にな 

らないかと期待されるところです。 

一方、スポーツ界においては、サッカー・女

子ワールドカップで〝なでしこジャパン〟が優

勝、北海道においては、コンサドーレ札幌が来

期Ｊ１に昇格という明るい話題もありました。  
終りになりますが、本年もまた組合員皆様に

は、組合活動につきまして一層のご理解とご協

力をお願い申し上げますとともに、この新しい

年が皆様方にとって良い一年になりますよう、

心からご祈念申し上げ新年のご挨拶といたしま

す。       （東邦交通㈱ 代表取締役） 

 

～ 平成２４年年頭挨拶 ～ 
           安全衛生協力会会長 

小 泉 一 成 
新年明けましておめでとうございます。 
昨年は、東日本大震災と福島第一原発の災害

で２万５千人に及ぶ死傷者と３０万人を超える

避難者が出ました。さらには、放射能汚染の恐

怖とそれに伴う情報の錯綜等が日本人の生活の

根底を揺るがせた一年ではなかったかと思われ

ます。 
そして、私達は「安全」とは何か？を、今再

び問い直す時を与えられているのではないかと

も思われます。 
放射能は東京電力のものではないという発言 
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が福島の人々を激怒させたという報道がありま

した。 
その報道を聞いた時に、私は思い出したこと

がありました。自動車の玉突き事故で、数台が

絡んだ場合、最初にぶつけた車は、最後にぶつ

かった車の修理代を払う必要がないという事で

す。何故こんなことを思い出したかというと、

免許取りたての学生時代に、私自身が最初にぶ

つけた車の当事者であった経験があるからです。  

雪道の下り坂で、止まり切れずにぶつかった

のですから事故としては軽微であったのですが、

何台もの車にぶつけたので大変なことになった

と思ったのですが、警察の方に、貴方の責任は

前の車にぶつけたことだと言われ、車間距離を

取っていなくて前の車にぶつかったのはその車

の責任なんだ、と言われホッとしたことがあり

ます。でもこの事故の全ての責任は自分にある

という思いだけは今だに拭いさることは出来な

いのです。 

故意ではなくても原因を作った当事者は、非

常に罪責の気持ちは強く残るものです。そして

次に考えることは、何故起きてしまったか原因

を探ることと現状回復の対策になります。そし

て二度と起こさないという決意に繋がっていく

ものです。 
ところが自分に責任はないと考え責任転嫁を

してしまうと、これらのことを全く考えずただ

時が過ぎてしまうものです。 

日常の仕事と、現場での安全対策に関して常

に「全責任を負った場合どうするか」という気

持ちで仕事に取り組んでいければと考えます。 

今年も世界経済の不透明、政治の混迷、地域

経済の低迷、雇用不安等々、明るい話題は全く

と言っていいほどありませんが、今年の一年も

会員の皆様と共に、「安全である為には何をすべ

きか」を考えながら歩んでいきたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 
         （小泉建設㈱ 代表取締役） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  あとがき   

  組合員の皆様、明けましておめでとうご 

 ざいます。 

  本年もよろしくお願い申し上げます。 

              （事務局一同） 

 

組合員企業からのお知らせ 

今がチャンス!! 

ガソリン・軽油 ＶＩＰ現金会員募集 

 太平石炭株式会社 

太平ダイナコ発寒鉄工団地給油所では、ただ

いま、ガソリン・軽油のＶＩＰ現金会員の募集

キャンペーンを行っております！ 

 会員登録していただきますと、給油時にメン

バーズカードのご提示で、店頭表示価格からさ

らに３円引きとなりますので、とってもお得で

す!!! 

 さらに、２０１２年１月入会特典は・・！？ 

｢ホイールバランス調整（フロント２本）サービ

スチケット｣＆｢水洗い洗車無料またはＷＡＸ洗

車半額チケット｣をプレゼント！（※チケット有

効期限は２０１２年２月末日） 

 この機会にぜひお申込ください。 

 皆様のご来店をスタッフ一同お待ちしており

ます。 

☆ セルフ価格でフルサービス！ 

  通勤にレジャーにぜひご利用ください ☆ 

【太平ダイナコ 発寒鉄工団地給油所】 
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